
















要約:病院や長期療養施設における生活管理の実践の重要な担い手は看護婦である。今回、

慢性疾患児の生活管理に携わる看護婦を対象に、子どもや親・職場環境としての病棟・看

護婦としての自分に対する意識調査を行った。その結果から、決して十分とは言えない職

場環境(設備・人員配置)のなかにあって子どもの生活管理に懸命に取り組んでいる姿を理

解することが出来た。子どものためにも又看護婦のためにも、より良い生活環境としての

病院・施設の整備に対する行政の配慮が必要である。 


